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学
会
発
表
一
「
「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
見
ら
れ
る
基
本
的
イ
メ
ー
ジ
」
一
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
一
一
九
七
二
年
六
月

〈
〈
F
m
w
同
町
臥
伊
丹
円
何
回
-
古
川
託
。
ロ
(
H
o
m
m
g
ロ
ハ
日
∞
8
ロ
8
5
q
』
宮
旬
、
内
門
川
p
q
n
p

偽
札
h
h
H尽
き
h
u
h
h
w
q
札
H
h
v
v
一
ピ
エ
l

ル
H

エ
ド
モ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
教
授
修
士
課
程

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
パ
リ
第
三
大
学
二
一

O
O

六
年
三
月

「
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
中
辞
典
』
(
第
二
版
)
一
牛
場
暁
夫
ほ
か
一
仏
和
辞
書
一
旺
文
社
二
一OO
五
年
二
月

〈
〈
一
戸
町
凶
ロ
包
∞
包
口
。
。
ι
o
z
r
p
z
。
ロ
円
四
ロ
ト
『
刊
号
。
ロ
O
件
目
。
ω
m
w
H
E
A
山
g
w
w
a

〈
O
口
町
v
v
…
h
m
w
~
ミ
ロ
ミ
宮
古
尽
き
お
位
。
、
N
h
H
N
丸
町
一
~
メ
ロ
E
S
Q
言
尽
き
G
S
V
S
G
r
…
パ
リ
国



際
大
学
都
市

二
O
O

四
年
一
一
月

『
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
和
仏
辞
典
』
一
旺
文
社
二
一O
O

三
年

「
母
の
あ
の
声
』
.
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
月
報
「

Jブ
ル
ー
ス
ト
手
帳
日
」
一
集
英
社
二
一O
O

一
年

「
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
と
ラ
ウ
ル
・
ル
イ
ス
監
督
『
見
出
さ
れ
た
時
』
」
一
ラ
ウ
ル
・
ル
イ
ス
監
督
「
見
出
さ
れ
た
時
三
東
宝
株
式
会
社

二
O
O

一
年

「
若
林
真
個
人
訳
『
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
代
表
選
』
に
つ
い
て
」
一
『
三
田
文
学T

二
0
0
0

年

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

i

『
大
聖
堂
の
教
え
」
一
『
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
別
巻
』
一
集
英
社
二
九
九
九
年

ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ

l

ラ
ン
ジ
ェ

「
マ
ル
セ
ル
・
。
ブ
ル
ー
ス
ト
」
(
翻
訳
)
一
『
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
別
巻
』
一
集
英
社
一
一
九
九
九
年

マ
ル
セ
ル
・
。
ブ
ル
ー
ス
ト
『
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集

人

書
簡
」
』
(
翻
訳
)
一
筑
摩
書
房
二
九
九
七
年
一O
月

-x-

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ク
レ
ミ
ユ
「
『
見
出
さ
れ
た
時
」
」
(
翻
訳
)
斗
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
別
巻
』
一
集
英
社
一
一
九
九
九
年

「
文
学
研
究
っ
て
何
?
』
一
『
三
色
旗
』
一
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
一
五
九
三
号
二
九
九
七
年
八
月

『
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
辞
典
』
(
デ
ス
ク
版
)
一
牛
場
暁
夫
ほ
か
二
九
九
五
年

ジ
ャ
ン
・
イ
ヴ
・
タ
デ
ィ
エ

『
二O
世
紀
の
小
説
』
(
共
訳
・
解
説
)
一
牛
場
暁
夫
、
鈴
木
順
二
、
比
留
川
彰
一
大
修
館
書
房
二
九
九
五
年

二
一
月

「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
サ
ロ
ン
と
芸
術
家
た
ち
」
一
「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
と
美
術
の
旅
』

音
楽
之
友
社

一
九
九
五
年
一
月

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
「
。
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
一
七

書
簡
H

』
(
翻
訳
)
一
筑
摩
書
房
二
九
九
三
年
三
月

「
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
」
一N
H
K

テ
レ
ビ

『
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
」
テ
キ
ス
ト
二
九
九
二
年



マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
『
。
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
二
ハ
書
簡
I

』
(
翻
訳
)
一
筑
摩
書
房
一
一
九
八
九
年
八
月

「
ブ
ル
ー
ス
ト
と
西
脇
順
三
郎
」
一
『
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
』
月
報
一
一
九
八
五
年

「
伝
説
と
神
話
|
|
児
童
文
学
」
一
『
三
田
評
論
」
一
慶
慮
義
塾
一
一
九
八
五
年
三
月

「
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
紙
の
書
き
方
」
…
『
基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
』
二
二
修
社
二
九
八
三
年

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ

i

リ
ヤ
ッ
ク
『
夜
の
終
わ
り
』
(
翻
訳
)
一
春
秋
社
一
一
九
八
三
年

「
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
基
本
文
献
」
一
『
三
色
旗
』
一
慶
鷹
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
二
九
八
二
年
二
月

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

l

全
集
I
(
『
大
聖
堂
の
思
い
出
』
な
ど
)
(
翻
訳
)
一
東
京
創
元
社
二
九
八
二
年
二
月

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

l

全
集
皿
(
『
ポ
ト
マ
ッ
ク
の
最
後
」
)
(
翻
訳
)
一
東
京
創
元
社
二
九
八O
年
九
月

ル
・
ク
レ
ジ
オ
「
思
考
の
誕
生
」
(
翻
訳
)
『
現
代
詩
手
帖
」
一
現
代
思
潮
社
一
一
九
七
七
年
一O月
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「
最
近
の
ブ
ル
ー
ス
ト
研
究
」
斗
学
燈
」
一
丸
善
一
一
九
七
二
年
一
O
月

「
和
文
仏
訳
」
一
「
翻
訳
家
養
成
講
座
・
フ
ラ
ン
ス
語
』
一
日
本
翻
訳
家
養
成
セ
ン
タ
ー
二
九
八
二
年

そ
の
他
の
研
究
業
績

「
文
学
は
危
機
を
迎
え
て
い
る
か
?
」
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
文
学
部
塞
文
学
会
二
一
O

一
一
年
一
一
一
月

ア
ラ
ン
・
ロ
ブ

u

グ
リ
エ

『
快
楽
の
館
』
(
文
庫
版
解
説
)
一
河
出
書
房
新
社
二
一OO
九
年
四
月

中
村
栄
子
『
ブ
ル
ー
ス
ト
の
想
像
世
界
』
(
書
評
)
一
胃
島
町
己
一
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
二
一O
O

八
年
三
月

「
作
品
か
ら
の
呼
び
か
け
」
一
「
三
田
文
学
竺
二O
O
七
年



講
演
「
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
に
お
け
る
本
歌
取
り
」
一
慶
慮
義
塾
読
書
会
二
一
O
O
七
年
一
O
月

講
演
「
パ
リ
の
若
者
た
ち
」
一
東
京
日
仏
会
館
二
一
O
O

六
年
五
月

「
感
動
を
協
働
で
作
る
」
一
言
克
己
一
二
O
O

三
年
三
月

「
間
い
と
答
え
」
(
巻
頭
言
)
一
「
萌
木
』
(
慶
慮
義
塾
女
子
高
等
学
校
プ
二O
O

三
年
三
月

「
激
し
い
季
節
」
一
『
三
国
文
学
』
二
O
O

二
年
八
月

「
人
の
紳
か
ら
な
る
学
校
」
(
巻
頭
言
)
一
『
萌
木
』
(
慶
磨
義
塾
女
子
高
等
学
校
プ
二
O
O
二
年
三
月

「
創
立
五
十
周
年
を
終
え
て
」
(
巻
頭
言
)
一
『
萌
木
』
(
慶
慮
義
塾
女
子
高
等
学
校
プ
二
O
O

一
年
三
月

「
母
の
あ
の
声
」
(
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
月
報
)
一
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
二
二
』
集
英
社
一
月
報
『
ブ
ル
ー
ス
ト
手
帖

U
T
二
O
O

一

年
三
月
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「
慶
磨
女
子
高
等
学
校
の
五
十
年
」
一
『
五
十
年
誌
・
慶
磨
女
子
高
の
五
十
年
竺
二0
0
0

年
一
一
月

「
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
開
か
れ
た
世
界
」
一
『
三
色
旗
』
一
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
二
一

0
0
0

年
五
月

「
学
校
長
新
任
挨
拶
」
(
慶
慮
義
塾
女
子
高
等
学
校
)
一
『
三
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
竺
二00
0

年
二
月

「
巻
頭
言
」
「
萌
木
』
(
慶
慮
義
塾
女
子
高
等
学
校
)
二
九
九
九
年
三
月

』
ミ
ミ
匂

h
w
s
g
(フ
ラ
ン
ス
語
初
級
教
科
書
)
一
朝
日
出
版
社
二
九
九
五
年
二
月

書
評
・
阿
部
宏
慈
「
。
ブ
ル
ー
ス
ト

距
離
の
詩
学
」
一
『
図
書
新
聞
』
二
九
九
三
年
六
月

書
評
・
海
野
弘
「
ブ
ル
ー
ス
ト
の
部
屋
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
読
む
」
一
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
九
九
三
年
四
月

「
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
」
(
テ
キ
ス
ト
)
一
日
本
放
送
協
会
一NH
K

テ
レ
ビ
・
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
一
一
九
九
二
j

九
三
年
三
月



「
セ
イ
レ
l

ン
の
歌
」
…
『
三
色
旗
』
一
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
二
九
九
O
年
二
月

「
土
地
の
名
ー
ー
オ
ン
フ
ル
l

ル
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ル
」
一
「
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社
二
九
八
七
年
四
月

「
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
」
一
『
三
色
旗
』
一
慶
鷹
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
二
九
八
六
年
六
月

「
我
よ
り
古
を
な
す

塾
風
と
い
う
こ
と
」
二
九
八
六
年
四
月

「
『
仔
馬
』の
思
い
出
」
一
『
仔
馬
』
一
慶
麿
義
塾
幼
稚
舎
二
九
八
六
年
二
月

「
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
生
活
」
一
『
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社
一
一
九
八
五
年
一
O
月

「
ブ
ル
ー
ス
ト
と
西
脇
順
三
郎
」
一
筑
摩
書
房
一
『
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
全
集
」
月
報
一
一
九
八
五
年
三
月

「
『
字
引
を
引
く
」
か
ら
『
辞
書
を
読
む
』
へ
」
一
『
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社
一
一
九
八
四
年
一
一
月
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「
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
紙
の
書
き
方
」
一
『
基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
』
一
三
修
社
二
九
八
三
年

「
読
む
こ
と
に
つ
い
て
」
斗
三
色
旗
』
一
慶
鷹
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
二
九
八
三
年
二
月

「
引
き
出
し
と
知
識
」
一
『
慶
麿
義
塾
大
学
報
』
二
九
八
三
年
二
月

「
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
み
よ
う
」
一
『
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社
一
一
九
八
二
年

『
和
文
仏
訳
演
習
」
一
日
本
翻
訳
家
養
成
セ
ン
タ
ー
一
一
九
八
二
年

『
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
び
方
』
二
九
八
二
年
六
月

「
仏
作
文
の
工
夫
」
…
『
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社
一
一
九
八
二
年
二
月
l

三
月

『
テI
ム
の

A
B
C

」
二
九
八

O
年
八
月

「
海
外
文
化
展
望
・
フ
ラ
ン
ス
」
一
『
週
刊
読
書
人
』
二
九
七
八
年
ー
七
九
年



「
歴
史
と
弾
痕
」
一
『
ふ
ら
ん
す
』
一
白
水
社

そ
の
他

共
同
研
究

一
九
七
八
年
三
月

一
二
世
紀
C
O
E

人
文
科
学
研
究
拠
点
研
究
・
慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部

囲
内
共
同
研
究
(
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
)

'7'゚ 
プし

二
O
O

一
年
l
O
一
二
年

ブ
ル
ー
ス
ト
書
簡
集
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
作
成
、
吉
川
一
義
ほ
か
、
科
学
研
究
費
補
助
金
(
文
部
科
学
省
・
日
本
学
術
振
興
会
)
国
内
共
同
研

二
O
O

二
年
ー
O
三
年

振
興
会
)

二
O
O
九
年
ー
一
二
年

『
コ
ロ
ニ
ラ
』
を
中
心
と
す
る
ポ
!
ル
・
ヴ
ァ
レ
リi
後
期
草
稿
研
究
、
田
上
竜
也
ほ
か
、
科
学
研
究
費
補
助
金
(
文
部
科
学
省
・
日
本
学
術

受
賞
学
術
賞
一
覧

パ
ル
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
勲
章

フ
ラ
ン
ス

義
塾
賞

一
九
七
八
年
一
O
月

慶
麿
義
塾

学
会
活
動
・
社
会
活
動

一
九
九
七
年
六
月
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三
田
文
学
会
、
常
任
理
事
、
二
O
O

四
年
三
月
1

外
務
省
大
臣
官
房
文
化
交
流
部
、
パ
リ
国
際
大
学
都
市
日
本
館
館
長
、
二O
O

四
年
四
月
1
0

六
年
三
月

国
際
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
連
合

第
九
回
世
界
大
会
小
委
員
会
、
委
員
長
、
一
九
九
六
年
七
月
1

八
月

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
、
幹
事
長
、

一
九
九
六
年
六
月
j

九
七
年
六
月

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
学
会
、
理
事
、

一
九
九
四
年
六
月
j

九
六
年
六
月

日
本
ブ
ル
ー
ス
ト
研
究
会
、
世
話
人
、

一
九
九
一
年
六
月
1

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
、
幹
事
、
一
九
八
七
年
六
月
1

八
八
年
六
月

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
、
幹
事
、
一
九
八
三
年
六
月
1

一
九
八
四
年
六
月
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